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近年、不畳校の要因・背景が檀合化かっ多樺化しており、一層の取り組みの工夫が求められている。そこで、

本研究では、熊本市鞍育センターが主惜する適応指導教室fフレンドリー」活動において、不登校児童生徒を

対象としたものづくり体験活動用教材の開発とその教育的効果について検討を行った。

キーワ ド不畳校、ものづくり、地峻貢献、体験的な学習、生きるカ

1 はじめに

1.1 不登校児室生徒の現状

不畳校児童生徒の問題が教育の大きな線題として陣織

されて以来、行政や学校はスクールカウンセラーの配置

や家庭紡間指導など後々な取り組みを行ってきた.それ

らの取り組みにより、平成 14年度には不畳校児童生徒の

教は減少し、会児童生徒数に占める割合も低下するなど、

定の成果を上げてきたといえる九しかし、不登絞児童

生徒の数は依然として全国で 12 .6 万人を鍾えており熊

本県では 1，830 人に達している。また近年、不登校の要

因・智衆が復合化かっ多織化しており、 一層の取り組みの

工夫が求められている.

1.2 ものづくり体験の軍要性

平成 12 年にものづくり教育学習に関する懇際会中閉ま

とめが示された"その中で ものづくりの体験は『作る喜

びや完成の達成感を味わうことができ、その結果、創造性

や自ら主体的に取り組む態度、集中カや忍耐力及び飽関

する態度を醸成することができるJ. Iものを上手に、巧〈作

るととは楽器の演奏やスポーツに秀でているこどと間後に

素晴らしいことであるという箆様が育成されいる」とし、ものづく

り体験の重要性が述べられている.

また同年に幽されたものづくり怒絞会復言"の「ものづく

りを担う人材の育成確保Jの中で『子供たちに竹トンボ作り

などの単純なものづ〈りの楽しさを教えたり ものづ〈りに対

する興味関心を高めるとともに、人間関係や自然体験を

十分に積ませ、全ての誕礎基本kなる自ら考え、自らの手

で創造する力を育てることが大切である』と具体的な例を示

し、児童生徒へのものづくり体験の軍要性について述べて

いる.
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1.3生きるカ

平成8年に示された中央教育審犠会の121 世紀を展盟

した我が固の教育の在り方について(第 1次答申)Jにおい

てf生きるカjとは、自分で課題を見つけ、自ら学ぴ、自ら

考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資

質や能力でありまた、自らを律しつつ、他人とともに協調

し、他人を思いやる心や感動する心など豊かな人間性

であると定義ωしておりこのような『生きるカ』を育てていく

ことが、ものづくり体験においても求められてし、るといえる.

1.4大学の地域貢献

平成 16 年4月1日より国立大学は法人化されこれから

の大学における地域貢献はますますその重要性を憎すと

哩われる.現在大学においては公開講座や研修会講演

会、自治体の委員会の委員等、後々な取り組みが行われ

ている.しかし、 これらは主に個々の教員を中心に行われ

ており これからは組織的な取り組みも積極的に行ってい

く必要がある.

そこで干、本研究で111熊本市教育センターが主催する適

応指導教室fフレンドリー I(以下 、fフレンドリーJといっ}に

おいて不笠校児童生徒を対象にものづ〈り体験活動周
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固1 rフレンドリーJを支復する体制



の教材凋発を行った.その教材を使蹄した窃合の教育的

効果について検問を行ったので報告する。また、 fフレシド

リーJを支怨する体制の彼念回を回1に示す.なお、熊本

大学は、熊本県伝統工芸館で実施されるものづくり体験

活動用の教材の提案とともに同活動の企画運省、購師

派還、工具の貸し出し、材料の鍵供等を行った.

2 不要を校児童生徒に対する支媛

2.1教育支樋センター(適応 指導教室)

県や市町村教育委員会が設置した教育支援センター

(適応指導教室}は不釜校児童生徒に対する相談適応

指導を行うために学校の余務教室や教育センター等学校

以外の場所において、学校生活への復帰を支mする事

素である。現在、実際に不登校児量生徒が通級する昏l合

は全国平均で約l割にとどまっている.しかし不整校の

児童生徒が活動する場所としてあるいは支援の場所とし

ての教育支緩センター(適応指導教室)の役割は今後ます

ます重要となる左いえる.

2.2熊本市教育センター適応指導教室『フレンドリー』

熊本市教育センターでは教育相絞理解業の一環として、

『フレンドリーjを行っている.本活動は、心理的 ・情緒的

要因等により登後できない児童生徒への個別カウンセリン

グや集団活動を通して自立できる力を育て、学校復帰を

回桁している.本活動は、後述するユアフレンド事業によ

り派遣された大学生や熊本市教育センター嚇院の指導員

が、活動を補助している. rフレンドリーjの主な活動内容と

そのねらいを表1に示すヘ平成14年度に熊本市教育セ

ムノタ への不整絞に関する教育相談は149人でありその

っち97人が『フレンドリ J に参加し、さらに何らかの形で学

校に復帰した児童生徒は49人(33%)であった。

2.3ユアーフレンド事業

ユアフレンド事業(以下、ユアフレンド)は熊本市教育

委員会が行ってきたメンタルフレンド事業を発展的に解消

し、熊本大学教育学部と共同で始めた事業である.教員

を目指す教育学部の学生及び院生が、熊本市教育委員

会、児量生徒の所属する小中学校正ぴ、保護者等と連

携をとりながら家庭や「フレンドリー』等で 絡に符活動

を行うとL、うものである.さらに熊本大学教育学部はユア

フレンドに歩加する学生に対する研修ー指導助言を大学

教育の 環として実施している.学校復帰を直接的に促

すのではなく児蛍生徒の欄際相手になり、友達として児

童生徒に接するのが目的である。派遣は週に1日程度で

1日あたり約2時間である。本事業に診加した院生・学生

は平成14年度に84~島 、 平成 15年度に107名が参加した.

3 不釜校児童生徒を対象としたものづ〈り体験活動

『フレンドリー」における様々な所外体験活動の っとして月

に 度、ものづくり体験活動を熊本県伝統工芸館工房で行っ

ているa体験活動の企商運営及び指導は、熊本県伝統工芸

館のボランティア組織であり筆者も会員である「ゆずり薬の

会J&び熊本大学教育学部設術教育が行い、毎回3-5人程

度が担当しているa具体的には平成 16年度は20人前後の児

童生徒、fフレンドジーjの指導員5人及びユアフレンドに多加

している大学生2人程度を対象に、木工や竹工、伝統継承の

遊び等の活動を行ったa児童生徒が製作した作品を国2に

児童生徒の製作風景を固3にボランティアによる教授の傑子

を回4に示すーまたこれまでに行ったものづくり体験活動の内

容を表21こ示す.なお 、本事業のー舗は熊本県伝統工芸館が

採択されたf伝統文化子ども教室jの補助金により運営されて

いる。

表1 適応指導教室「フレンドリーJの活動の肉容とそのねらい(平成 同年度〉

曜日 午前活動(9:30-12:00) 午後活動(1 3:00-15:00)

コンピュ タ括用学習

月曜 興味ー関心の高い活動を通し、集中力、持続性、間
個別指導

題解決への意散を養う。
-個別カウンセリング

児童生徒の悩みや困っている事への相眠活動を過」心を
火曜 運動活動身体を動かすことにより、心の解般を図る。

安定させるとともに、自分自身を見つめ直す機会とする。
遣形活動

-自主学習
水 咽 共通の造形活動を通して、協力することや一緒に活

学習意棋を高めると共に、学習内容を自分で股定すること
動するこ左の楽しさを体験する.

により、自分で決定することの大切さを学び、自主性や自信
仲間作り活動

を育てる.
木箱 ゲームやグループエンカウンター婚を通し、友人関係の

-家族教室 相続の保種者が自由に受諾できる場.

抵大と深化を図る。

所外体験活動 活動の場所を鞍育センターの外に求め、体験活動等を過して生活圏の拡大
金曙

(パスハイキング、キャンプ、木工体験など) を図る曲活動内容についてはも児童生徒の興味・関心を考慮する。



(.)額縁 函3 音の出るおもちゃ製作風景

(b)万筆鎖 図4 紙鉄砲教侵風景

国2 児 童 生徒の作品例

表2 ものづくり体験活動の実縫肉容

実施月 製 作教材 使用工 具 材 事ヰ 備考

平 15年7月 木の箱 鋸 娼材

9月 木の箸 切り出し小刀・鋸 けやき

¥0 月 割り箸候砲 .，り筆‘輪ゴム 綬設会

11" 竹左んぽ 切り出し小刀 真竹

ベーパーナイフ 切り出し小刀、 オイIレアイーツ、ンュ

12 " 
けやき、かし、真竹

バターすイフ 組、紙やすり

平 16年1月 積み木 鋸、組、紙やすり 彰、抽材

2月 額縁 切り出し小刀、鋸 フワン材‘ポンド

3月 音の出る木のおもちゃ 切り出し小刀 5P F 材、摘材、ポンド

4月 竹の箸 切り出し小刀 真竹

5月 竹とんぽ 切り出し小刀、電劃ドリル 真竹

6月 紙鉄砲 切り出し小刀、鋸 真付、新聞紙 続伎会

7?!J JVミヲー‘紙筒、."キングテープ、両
7月 方肇鏡 はさみ、カッター

面テープ、包装紙、万輩績の“...

9月 木の箸 紙やすり 鳳檀 オイルフィーY ンュ

¥0 月 竹とんぽ 切り出し小刀、電動ドリル

11月 簡単な本棚 鋸、金植、錐 杉釘 h 

12月 ベットボトルでトロフィー ホットポンド、ホットカッター ベットポトノレ

ペパナイフ
平 17年1月 切り出し小刀 真竹

バターナイフ

2月 竹の箸 小刀、飽‘紙やすり '"竹 筆の撞り方の脱明



4教材の教育的効果の検討

4.1綱査方記長及び閥査対象

ものづくり体験活動用教材の教育的効果を検討するため

にアンケート調査を行った.アンケートは児童生徒用 『フ

レンドリーJ指導員用大学生用の3種類を作成したa児重量

生徒周のアンケートは表31 こ示すように簡単に回答でき

る選択式とし、さらに無記名とした.また 、指導員及び大学

生向けのアンケートには記述式を併用し、指導員及び大

学生からみた児重量生徒の取り組みゃ、ものづくり体験と社

会的自立への効果についての回答を得た.また各項目

に対してf思うjを'2、f思わなし、』を 2、「どちらともいえな

いjを0、さらにそれぞれの中聞を般けた5段階による評価

を行った.

4.2児賞金徒

児童生徒のアンケ←ト結果を薗5に示すa図5より全体

の項目の平均が0.79という高い評価を得た。ただ『生活

に活かそうと恩うかjの聞いについての点数が低いが、これ

はものづくり体験で得た経験を『笑際の生活jに活かすとu、

う般聞に具体的なイメ ジがわかなかったものと思われる。

さらに、lC述式による股間『今後作ってみたい物があれば

奮いてください』の項目に『今度は、もう少し難しい物に挑

戦したいjや『もう 度ナイフを作りたいJとする回答があり

個人差はあるが児童生徒のものづくりに対する興味関心

及びものづくり体験活動への参加意欲が高いことが明らか

となった。

'"に 、股間『作品を作り上げる自信はあるかJの結果を固

6に示す.本項目は、回 5の他の項目に比べて 0.14と低い.

また練準偏差の値が大きく、児童生徒の個人差によるぱ

らつきがみられる。さらに小学生左中学生との聞にも遣い

が見られるが教材引の結果の値は大差ない.さらに図 7

はものづくり体験多加回数と自信の関係を表している.固 7

より、ものづくり体験の参加回数が多いほど製作に対して

自信を持つとはいえない結果となった4これらについては、

児量生徒に自信を持たせるための指導法や教材の開発が

必裏と言えるa

4.3指導員 大学生

指事員及び大学生のアンケート結果を回81 こ示す。回8

より金項目の平均が1.7 1という高い評価を得た.最も低い

項目でも1. 44であり、全ての項目!と対して、高い評価を得

ている。また、記述式によるものづくり体験と社会的自立へ

の効果についての聞いでも、「達成感Jr自信を持つJrや

れば出来るJr充実感Jr明るさJrじっくり取り組むJr何カ唱襲

じるj等肯定的な意見が多かった.

以上のことから、児童生徒及び指海員大学生双方から
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表3 児量生徒周アンケート周絃

ものづくりについてのアンケート

(小学校ー中学校) 学年( )年生 (男子女子)

l ものづくり体験への参加は何回目ですかっわかる範囲で今までに自分が参加した回にO をつ

けてください。

v 実施臼 作った作品 / 実厄日 作った作品

平 15年7月 木の箱 3月 音の出る木のおもちゃ

9~ 木の箸 4月 竹の箸

10月 割り箸鉄砲 5月 竹とんぽ

II 月 竹とんぽ 6月 紙鉄砲

12月 ペーノ4ーナイフ・パターナイフ 7月 万華鏡

平 16年1月 積み木 9月 木の箸

2月 木の額縁 10月 lt とんぼ

2 次の質問で、あてはまるロにチェック(レ)をつけてください。

-今日のものづくり体験をおもしろいと思いましたか。 1 2 3 4 5 

思 う ロ 口 口 口 口 思わない

今日のものづくり体験に積極的に取り込めましたか。 2 3 4 6 

取り組めた口 口 口 口 口取り組めなかった

今日のものづくり体験にじっくり取り込めましたか。 1 2 3 4 5 

取り組めた口 口 口 口 口取り組めなかった

-今日のものづくり体験で学んだことを生活に生かそうと思いますか? 1 2 3 4 5 

思、 つ ロ ロ ロ ロ ロ思わない

。いろいろなもの(作品)を作り上げる自信はありますかっ 1 2 3 4 5 

自信あり 口 口 口 口 ロ 自信なし

またものづくり体験に参加したいと思いますか。 1 2 3 4 5 

思 う 口 ロ 口 口 ロ 思わない

ものづくり体験は楽しいですかっ 1 2 3 4 5 

楽しい 口 口 口 ロ 口 楽しくない

3今後、こんなものが作ってみたいとし、うものがあれば書いてください。



高い評価が得られ本体験活動の有効性が明らかとなっ

た.また、教付別では『竹とんぼ作り jが1. 23で最も高く

その他の『万華鏡』、「ベットポトノレでトロフィー作町、「簡

単な本繍」は0.8程度k低い憶を示した。このことより、より

効果のある教材についての検射が必要であることが明ら

かとなった.さらに国4の項目「教材の難易度Jに見られ

るように小学生と中学生では教材に対する感じ方が異

なっており雛易度も含め教材の検酎が必要であると雷

える.

4.4ものづくり体 験活における児貫生徒の線子

次に児童生徒のものづくり体験活動の様子の観察から

考察を行った.児童生徒は 、積緩的にものづ〈りに取り組

んでおり、また分からない点を人に尋ねるなどコミュニケ

} ションを多くとることが出来ていた。国9に示す後子は万

拳鎮の中に入れるa具"を選んでいる場面であるが 、みん

なでわいわいとはしゃぎながらとても楽しそうに選んでいる

姿が見られた。また凶10に示すような婦除や作業台の

移動など体験活動の前後における集団行動においても

児童生徒は協力的かっ積縫的に活動しており本体験

活動がコミュエケーシヨン能力の育成にも寄与していると

いえる.

5 おわりに

本研究で開発したものづくり体験活動用教材は不釜校

児童生徒に、完成した時の喜びゃ感動を体験させること

ができ、教育的効果があるこ左が明らかとなった。さらに、

児童生徒はものづくり体験を遜して、ものを作ることの喜び

ゃ作り上げた時の達成感を感じると同時に大学生やボ

ランティア等の呉年齢の人々とふれあうことができ、コミュ

エケーシヲン能力の育成にも効果的である.さらに熊本

市教育センターが主催するものづ〈り体験活動は、問題解

決型学習を含む体験的な学習であり、自ら学び、自ら行

動し、問題を解決する能力や 自らを律しつつ、他人

とともに協調し、他人を思いやるむや感動する心など

図9 万華鏡の"具 Fを選ぶ児童生徒

回10作業後の掃除風食

の「生きるカ』の育成に資する可能性が高いといえる.

今後も引き続き不登校児童生徒に対するものづくり体

験活動用教材の改良 開発を行うなど、他機関と連携

したものづくりを中むとした支援活動を行っていきた

い。本研究を遂行するにあたって 連機 ・協力いただ

いた、熊本市教育センター並ぴに 熊本県伝統工芸館

の皆様に深謝いたします.
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Abstract 

RecentJ y， school refusal have been increasingly complicated and diversified relating to the factors and the 

hackground， therefore further devise is needed in order to tackle those issues. This study examines both the 

expenence叩 dthe educational e汀白tsofthe experimental activities of crafts making in the a由ptationcJ ass targeted 

at school refusals. The cJ ass was organized by Kumamoto Municipal Education Center as a part of a progT am called 

~Friend ly" to stimulate creativity， cooperativ朗自sand interest in crafts making for school refusals. We contributed 

this program as instructors to assist the teaching stuffs and instructed the making crafts as helicopters of bamboo， 

chopsticks and mu時icalinstruments among others. This prograrr】 gotgood results; school refusals were more 

interested in making traditional cra代s，experienced pleasure and got good impression. This program cJ early shows high 

educational effects for school refusals 

Keywords: School refusal， Crafts making， Contribution to the community， Hands-on learning， Zest for living 


